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地方公共団体との連携が必要であると考える。
SNSでの発信、発信する際に有名人を活用することで投稿や内容を見る機会が増えると思う。

障がい者が利用する施設や病院などで保護者向けのセミナーや広告配り等を行うことも大切だと思います。SNSなどの活用も有効であると考えます。

TOKIOの城島さんがポスターに起用されていることから、有名人が農福連携を行っている事業者を訪ねる様子をテレビやSNSで放送すれば、影響力が大きいのかなと思いま
した。また、私はよくラジオを聴くのですが、例えばオールナイトニッポンといった人気番組のコマーシャルとして参加すれば、多くの人に知ってもらいやすいのではない
かと思います。

道の駅などで店を出す（お客さんへ普及していく）
学校などの教育面で農福連携の情報を提供し、障がいを持っている生徒の進路の一つとして農業を知ってもらうことが一つの方法だと思います。
農業における人手不足が今後ますます影響を及ぼす事を強調市、その中で、障害者であっても、質の高いおいしい農作物を生産できる事を拡散していけば良いと私は思いま
す。

Ｑ.どうすれば農福連携を普及できると思いますか？

地域において、農福連携への認知を上げる必要があると思います。
地域の方々、農家の方々、福祉法人、行政といった様々な主体の連携、協力できるようなシステムの構築が必要だと考えます。

まず受け入れ側の体制の整備に時間がかかると思うため、概要だけでも農業者の方に広めることが必要である可能性があると思いました。
PRを盛んにする地域の理解を得る

産業として成り立たせるために金銭面や業務面でのサポートが必要だと思う。全ての障がい者が農業に向いているわけではないので向き不向きを見極める必要があると考え
る。

農業について学ぶことは、小中高の内に絶対あるので、その時にノウフクについても説明をすれば良いと思う。
障がいを持つ方の個人の能力を把握するために、特別支援学校等と連携して、農家の方との中継ぎとしてマッチングの場を増やすことで、活動の普及につながるのではない
かと思いました。
障がいのある子をもつ親に、農福を知ってもらう  特別支援学校に通う子どもたちに、農業体験をしてもらう。
シンポジウムを開催したり、SNS等で情報を発信していけば良いと思う。
”農福”という言葉を知ってもらうためのSNS活用（You Tubeなど）や県や市町村の自治体との連携

メディアやSNSにより、多くの人が目を通すことができる機会を増やす。

農業以前に、障がい者に対する偏見をなくすこと障がい者の能力や特徴を理解し、受け入れる雰囲気づくりが重要であると考えます。それをふまえて、農業魅力、人手不足
解消をかったメリットを発信し、デメリットもしっかりと伝える事で関心を高めることができ、農福連携の普及につながると考えています。
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スーパーやネットのスーパーで商品を販売する際に目に付きやすい所にポップやリンクを貼る。
地方自治体やJA等に取り組みについて説明する機会を増やす。
行政の側から積極的にPRを行い、情報を国民に広めていくことが求められると思います。特に農業関係者に向けたセミナーやシンポジウムのみならず、農業に関係のない
人々にも周知することが重要だと考えます。

・発信力のあるメディアの活用を推進していくこと（TOKIO城島さんのポスター）（SNS）  ・都道府県を通して知ってもらう機会を増やすこと。･気になった人がよりく
わしく知ることができるための勉強会なども重要であるが、知らない人の目にふれる機会を増やしていく必要があると思う。（SNSの広告、You Tuberとコラボ？商業施設や
駅などの広告）
PR面ではテレビなどでの特集があると、受入事業者と消費者ともに認知が進むのではないかと思います。
･生産者の顔が見える売り場作りが進んでいるため、売り場でPOPを出す。
・障害者への影響（・身体・精神）をまとめたものを障害者がいらっしゃる家族などに説明する。
障害者でも普通の人より働けることもあるということを知ってもらうため、セミナーやメディアで取り上げるべきだと思う。
障がい者の方が作った商品、ということを販売時にPRしたら、「農福連携」のことが様々な人に知られてよいのではないか。
障がい者の方が農業を仕事として選べるように、積極的に周知させていくこと。
パンフレットなどを配ることも興味がある人には、有効だと思うが、テレビ番組にすると、全国的な認知に繋がると思う。
YouTubeなども、インフルエンサーの方とコラボすることで一定数の視聴数を稼げると思う。
福祉施設等の広報活動

社会的な認知を広げること。
記載なし
一般の広報活動に加えて、就労継続支援事業所へ直接アプローチし、農福連携へ参入してもらうのが効果的に思います。
記載なし
自分自身今回の説明で知ったので、テレビ番組や広告、SNS等、少しでも多くの人に目にとまるようにするのが必要かと思います。
学校の授業などで学ぶと若者には伝わりやすいと思います。
SNSのダイレクトメッセージ等で個別に質問等に答えることで、認知度を高め、国民との一体感も高められると思います。
障がいをを持った方を雇用する際の社会の意識を変えること。

農家の方々障害者共に農福連携についてより知ってもらい、就労の機会を増やす。
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・高齢者向け
→老人ホームとのタッグ
→公民館などの高齢者の方が多く集まる場所などでの告知
・法務局との連携で刑務所に入居している人に対すること
→この事業に対しても6次産業をとりくめば、出所後にもスムーズに社会復帰をしやすいのではないか

テレビや新聞などといったマスメディアの力が重要であると思います。現在は低い認知力を向上させるためにも地元の放送局や新聞社と連携をして、不特定多数の方へ認知
させることが必要であると思います。
特別支援学校など障がい者の方をとりまく施設などとの連携を通じて短期間でのマッチングをより促進することができるのではないか。
・認知度の向上を図るため、SNSを利用し多くの人に知ってもらうことができれば、農福連携に関心を持つ人が増え、普及につながると思った。

・人手不足の農家への呼びかけ、障がい者への呼びかけ、提案
・農福連携で作られた作物をPRする（生産者の写真等をパッケージに貼り、販売する）

・SNSで普及したら若者へ周知できると思います。（インスタグラム、その広告など）
・農業法人の方に対しては、説明会を開くことで普及できると思います。
記載なし
まだ、認知度があまり高くないと思いますので、地域や学校でのセミナーなど広報活動が大切だと思います。スーパーマーケットでも、農福連携で生産された野菜、果物な
どを全面にPRしていけばいいと思います。

・農福連携によるメリットを広く知らせることで、導入しようと考える人を増やすこと。
・農福連携のデメリットや、導入する上で障壁になる点を改善すること

まずは障がい者含め住民全体に政策を広報することが必要だと思います。その際は、メリットだけでなくデメリットも分かりやすく丁寧に説明して理解を得ることが求めら
れると思います。

農福連携によって生産された野菜などを売る場で生産の過程を広告する。例えば、スーパーの野菜売り場は多くの人が訪れるから存在を多数の人に知ってもらえると思いま
した。

・受け入れ農家側への説明会を増やす
・学校等、教育機関での説明会（幼い頃から「ノウフク」という概念を知ってもらう）
農福連携を知らない人が多いと思うので、県や市と協力してPRして多くの人に知ってもらうことが必要だと思います。
SNSでPRしたり、新聞やテレビニュースなどで宣伝すると普及できると思います。
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企業・障がい者の家族の両方に農福をさらに広めると良いと思います。
私自身も身近に障がい者の人がいますが、知らず、今日聞いて農業という仕事を就職の選択肢の1つとして良いなと思いました。

単に農福連携を支援するだけでなく、その取り組みを国民に周知し、国民の目を農福連携に向けさせ、農福連携の利用者を増やすことが必要だと思う。
実際に農家で働かれている障がい者の方で、協力してくれる方に動画を取らせてもらい、PR動画として使用する。
・障がい者を受け入れる事業主に障がい者の方達がどのような仕事ができるかイメージを持ってもらうよう説明する。
・各障がい者の適性を分析したり、作業の標準化等、事業主にとっての負担を軽減するようサポートする。
障がい者と農家のマッチングを強化が効果的なのではないかと思います。（婚活のマッチングアプリのように、互いに探し、やりとりできる仕組み）

大規模な農業であれば民間の企業等と連携することで、農福が普及するのではないか。
インフラの整備、室内大規模ビニールハウス等の導入
小規模な農業であればなかなか厳しそうだと感じる

農福連携での成功事例を発信する
障がい者、障がい者雇用についての社会全体の理解

農家の方々に受け入れるメリットを実際に事故等が起こった場合の対策等を伝えるという取組が必要だと考えます。
また、SNSを用いて、分かりやすくイラスト等で実際の現場を表現すると、誰にとっても理解しやすいと思います。

周知してもらうための工夫。
SNSの活用。

SNSを活用したり、多くの場所で説明会を開催することで、普及できるのではと思います。
農福連携事業に参加した方々にアンケートを行い、メリットの部分をしっかりPRすることで普及への一番の近道だと思います。
・TOKIO城島さんも鉄腕ダッシュのイメージなどがあるのでいいと思いますがもう少し若手の俳優を起用した方が目を引くと思います。（私は城島さんではなくよゐこの濱
口さんだと最初認識していました‥）
・地域の回覧板にも載せる（障がいのある方の保護者がみて応募するきっかけになるかもしれない）
受け入れ先が受け入れたいと考えるようなメリットと農政局として説明会やセミナーを通して普及させることが必要だと思う。

私も今回のお話を聞くまで、農福連携について知らなかったので、メディア等でこのような活動があるという具体的内容を放送したりすれば、世間の関心を引くことができ
ると思います。
収益に寄与でき、生産性が上昇する事例を紹介し、障がい者雇用の見方を変化させることが普及へ近づく道であると思います。
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70 中学校や高校、大学などで授業、講演を行う。

農業も障がい者の存在も身近ではない人にも知ってもらう必要がある（SNS、学校教育、回覧板など-SNS-コラボなどはかなり盛り上がる印象、大臣レベルの人から発信する
と、反対意見も多くなってしまうが、普及には役立つと思う。マイナスな反応から、制度の改革などにもつながると思う。ノイジーマイノリティが難点？）
障害者の就業支援の際に、農作業に携わるメリットを伝える
農業について知識がなくとも支援がしっかりあることを伝える。
農業を福祉関係なく就業の一つの有力な選択肢とする必要がある。


